
農事組合法人いかずちさんの田植え風景

　

町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
加
美
町
農
業
委
員
会

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
き
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
猪
股
町
長
よ
り
農
業
委
員
の
任
命
を
受

け
、
四
月
一
日
の
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に

選
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
板
垣
文
一
で
す
。
会
長
職

と
い
う
責
任
の
あ
る
役
職
に
就
く
こ
と
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
が
大
き

な
問
題
と
な
る
中
で
、
米
価
の
低
下
や
生
産
資
材
の

高
騰
な
ど
も
あ
っ
て
、
農
業
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状

況
下
に
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
加
美
町
の
農
家
の
代
表

と
し
て
農
業
の
振
興
と
発
展
の
た
め
、
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
「
遊
休
農
地
の
解
消
」
や
「
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
」
な
ど
、
農
業
、
農
地
を

取
り
巻
く
様
々
な
問
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 加

美
町
農
業
委
員
会

　
　

会　

長　

板　

垣　

文　

一
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役
職
名
・
所
属
委
員
会

議
席
番
号
　
氏
　
　
名

�

（
行
政
区
）

農
地

⑤
今
　
野
　
　
　
修

�

（
上
狼
塚
）

広
報
編
集
副
委
員
長

農
政
、
広
報

⑩
畠
　
山
　
智
　
史

�

（
雷
）

農
政
、
広
報

①
髙
　
橋
　
秀
　
生

�

（
米
泉
）

広
報
編
集
委
員
長

農
政
、
広
報

⑥
中
　
村
　
貴
美
子

�

（
西
町
）

農
地
、
広
報

⑪
三
　
浦
　
良
　
人

�

（
小
泉
）

農
政
調
査
会
委
員
長

農
政

②
杉
　
村
　
昭
　
宏

�

（
四
日
市
場
宿
）

農
地

⑦
山
　
本
　
　
　
成

�

（
上
町
）

農
地
調
査
会
委
員
長
代
理

農
地

⑫
星
　
　
　
榮
　
喜

�

（
南
町
）

　加美町農業委員見習いとして、み
んなの役に立てるようにがんばるだ
～ご！
　みんなも農地に関する悩みがあっ
たら農業委員に相談するだ～ご

　食料の自給率と自給力を向上させ

るため、楽しく活力があるおもしろ

いと思える農業になるよう、地域の

発展に努めてまいります。

　「自給自足」の重要性を強く感じ
ています。地域の問題、人の問題に
耳をかたむけて町の基幹産業である
「農業」の発展に努力してまいりま
す。

　今回初めて農業委員となり何も解
らないものですが、諸先輩方のご指
導を仰ぎながら委員としての役割を
果たせるよう勉強・努力してまいり
ます。よろしくお願いいたします。

　女性農業委員として細やかな気配
りを忘れず、次世代に美しい田園風
景を残せるように、非農家という立
場ではありますが、努力していきた
いと思います。

　農業委員として自覚を持ち、農業
に山積する諸問題解消に取り組んで
行きたいと思います。また地域の担
い手の一翼としても加美町の農業発
展の為に努めてまいります。

 担い手の育成・確保や耕作放棄地の

発生防止や解消など、諸問題に積極

的に取り組み、地域農業の活性化の

ため努力していきたいと思います。

　加美町の発展と振興を図るため、
地域農業者の代表としての自覚と信
念をもち、皆様の農業経営が向上す
るよう農業委員会活動に努めてまい
ります。

　農業の魅力は勿論の事、食の大切

さや自然の大事さを将来に伝えると

共に、儲かる農業を皆で考え、地域

農業の発展に努めてまいります。

担　当　区　域

上狼塚・上狼塚北・下多田川・上多田川下・
上多田川上・白子田・青木原・滝ノ沢

西上野目・雷・小野田城内・
上区・中区・下区

鳥屋ケ崎・孫沢・米泉・袋・東米泉

西町・新丁・田川

小泉・鶯沢・本郷・根岸・鳥嶋

四日市場宿・四日市場沖・下新田上・
下新田下・下狼塚・雑式の目・平柳

上小路１・上小路２・下小路１・
下小路２・東町・下町・中町・上町

並柳・中新田城内・南町・
十日市・岡町・あさひ

農 業 委 員
農地利用最適化推進委員農業委員及び農地利用最適化推進委員を紹介します

※議席順に掲載



加美町農業委員会が新体制でスタートしました加美町農業委員会が新体制でスタートしました
　令和４年４月１日、加美町長より１４名の農業
委員に辞令が交付されました。
　任期は令和４年４月１日～令和７年３月３１日
までの３年間です。

　農地利用最適化推進委員の任期は
委嘱日（令和４年４月２５日）～令
和７年３月３１日までの３年間です。
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　私は加美町の自然と農業が大好き

です。未来の子供達のために責任あ

る地域農業のあり方と地域振興を考

え行動したいと思います。

　農業者が抱える諸課題に対峙しな

がら農業委員活動に取り組み、希望

ある加美町の農業振興の一助となれ

ばと思っております。

　女性農業委員として、女性農業者
若い後継者の心の声に耳を傾け、日
本の食料、自給出来る可能性を持つ
農地を、その風景を、次の世代にバ
トンタッチしたいと思います。

　農業委員になって二期目に入りま
したが、まだまだ勉強していかなけ
ればと思っております。皆様に教え
ていただきながら頑張ってまいりま
すのでよろしくお願いいたします。

　農業従事者の高齢化、後継者・担
い手不足の問題解決、農村地域の課
題である遊休農地・耕作放棄地の解
消に向け、地域農業を守るため農業
の発展に努めてまいります。

　農業委員会として、新しい農業委
員及び、農地利用最適化推進委員が
一致団結して、加美町の農業振興の
一翼を担う活動を実践していきたい
と思います。

　戦争、コロナ禍の中において、食糧
確保の重要性が問われています。私達
は農地を守ること、安全で安心な食糧
生産の環境づくりが大切であり、委員
ワンチームとなりがんばります。

赤坂原・西原・南永志田・
北永志田・寒風沢・切込

南鹿原・下野目・中嶋・月崎・北区

味ケ袋・東上野目・
原町・北鹿原・東鹿原

羽場・城生・菜切谷・
菜切谷新田・大清水

漆沢・門沢・芋沢・小瀬・原・長清水

西川北・東川北・北川内・柳沢中新田広原

農地利用最適化推進委員

 農業委員会では、毎月農地
に関するお悩みや相談をお受
けしております。
　日程は、下記のとおりです。

◆場所　小野田支所
　　　　２階西側会議室
◆日時　６月３日（金）
　　　　７月５日（火）　
　　　　８月５日（金）　
　　　　９月５日（月）
　　　１０月５日（水）
　　   １１月４日（金）　
　　　１２月５日（月）　
　　　　１月５日（木）
　　　　２月３日（金）　
　　　　３月３日（金）　

※時間は、いずれも　　　　　
　　午前９時３０分から
　　午後３時３０分までです。

お気軽にご相談ください。



加美町農業委員会事務局
☎０２２９－６７－５４１１

編　

集　

委　

員

委 員 長　　中　村　貴美子    

副委員長　　畠　山　智　史    

委　　員　　佐　藤　と　も    

委　　員　　髙　橋　秀　生    

委　　員　　青　木　拓　也    

委　　員　　三　浦　良　人    

委　　員　　尾　形　　　明    

　農業委員が新体制でスタートし、「大地の風」の

編集委員も新メンバーとなりました。初の編集が

今回の臨時号「農業委員会紹介」でしたがどうで

したか。未経験者が多く、事務局にお手伝い頂き

ながら無事お届けすることが出来ました。

　今後は農業従事者はもちろん、農業に携わっていない方にも、興味を持って楽しん

で頂けるような紙面づくりに取り組んでいきたいと思います。

　　　編集委員長　中　村　貴美子

農業委員の
活動を
チェック

提出先　中新田地区：産業振興課、町民課、税務課
　　　　小野田地区：農業委員会（小野田支所内）、宮崎地区：宮崎支所

農業者年金の現況届は、年金を受給するために、毎年提出が必要となる届出です

※経営移譲年又は特例付加年金を受給している方については、６つの項目の自己チェックに記入漏れが
　ないか、ご確認ください。記載事項に同意の上、自署してください。

現況届が届く時期は･･･ 現況届の提出時期は･･･ 現況届の提出を忘れると･･･
5月末頃に基金から直接受給権
者あてに送付します。ただし、
年金の支払いが差止中の方等に
は送付していません。

提出期限内に提出されなかった場
合は11月以降の年金の受給が遅
れる又は受給できなくなること
がありますのでご注意ください。

記入の方法は、受給権者又
は代理人が、署名・記入し
て、6月中に農業委員会に
提出してください。

農業者年金を受給されている方は、お住まいの住所地にある市区町
村役所（場）内の農業委員会に、必ず現況届を提出してください。

現 況 届
出し忘れに注意!


